
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

ソ
ロ
が
会
場
に
響
き
、
楽
し
く

演
奏
で
き
た
（
今
堀
帆
乃
香
）

「
紅
影
」
は
現
代
音
楽
で
、
迫
力

の
あ
る
か
っ
こ
よ
い
曲
だ
。
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
演
奏
を
目
指
し
、
定
演
を

終
え
た
10
月
末
か
ら
ず
っ
と
練
習
し

て
き
た
。
出
演
者
34
組
中
、
７
位
と

い
う
好
成
績
で
の
金
賞
だ
っ
た
。

亀
石
澪
さ
ん
は
「
金
賞
の
実
感
は

な
い
。
個
人
と
し
て
は
練
習
通
り
に

吹
け
な
か
っ
た
所
も
あ
っ
た
が
、
全

体
と
し
て
は
１
２
０
点
の
出
来
映
え
。

長
い
練
習
期
間
中
、
体
調
が
優
れ
な

い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
今
回
の
結
果

に
「
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
き
た
甲
斐

が
あ
っ
た
」
と
思
う
。
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
の
先
生
、
顧
問
、
二
人
の
仲
間
に

感
謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

今
堀
帆
乃
香
さ
ん
は
「
出
だ
し
、

自
分
の
ソ
ロ
が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響

い
て
い
る
の
が
感
じ
ら
れ
、
楽
し
く

演
奏
で
き
た
」
と
満
足
し
て
い
る
。

荻
野
さ
ん
は
「
め
ち
ゃ
め
ち
ゃ
緊

張
し
て
不
安
だ
っ
た
。
他
の
二
人
が

平
気
そ
う
だ
っ
た
の
で
自
分
も
頑
張

ら
な
い
と
思
っ
た
。
金
賞
が
と
て
も

う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

個
人
コ
ン
テ
ス
ト

表
現
力
、
音
色
の
美
し
さ
評
価

「
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
」
は
水
澤
先
生

の
恩
師
で
あ
る
谷
津
祐
子
さ
ん
（
音

楽
大
学
・
専
門
学
校
講
師
）
の
ピ
ア

ノ
伴
奏
で
木
村
花
音
さ
ん
が
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
を
演
奏
し
た
。
「
曲
想
の

変
化
が
大
き
く
、
何
を
伝
え
た
い
の

か
考
え
、
表
現
し
た
。
本
番
で
練
習

通
り
に
い
か
な
か
っ
た
所
は
あ
っ
た

が
、
表
現
力
、
音
色
の
美
し
さ
を
評

価
し
て
頂
い
た
」
と
語
っ
た
。
部
長

と
し
て
夏
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て

力
を
合
わ
せ
高
め
て
い
く
つ
も
り
だ
。
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吹
奏
楽
部
、
札
幌
地
区
大
会

「
努
力
が
報
わ
れ
た
」

１
月
７
日
、
８
日
、
第
60
回
北
海
道
管
楽
器
個
人
コ
ン

テ
ス
ト
・
第
55
回
北
海
道
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
が

札
幌
の
キ
タ
ラ
で
開
催
さ
れ
た
。
個
人
で
は
サ
ッ
ク
ス
の

木
村
花
音
さ
ん
（
２-
２
）
、
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
は
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
の
亀
石
澪
さ
ん
（
２-

３
）
、
今
堀
帆
乃
香
さ
ん

（
１-

３
）
、
荻
野
華
奈
さ
ん
（
１-

４
）
が
出
場
し
、
共

に
金
賞
を
受
賞
し
た
。

管楽器個人コンテスト アンサンブルコンテスト

左から顧問の水澤大地先生 左から今堀帆乃香さん

木村花音さん、谷津祐子先生 亀石澪さん、荻野華奈さん

リ
ハ
ー
サ
ル
室
で

クラリネット３重奏「紅影」（作曲：片岡寛晶）

現代的な手法とアラビア音階を取り入れた３つ

の章から成っており、冒頭は各ソロによる緊張感

のある歌、旋律が今後の展開を感じさせる。中間

部では曲の方向性がはっきりと決まる瞬間を表現。

後半部は感情的な部分を音だけでなく足にもその

気持ちを込めた。土俗的な舞踊、終盤においては

失速することのない真っ直ぐな音楽で聴く人の心

を掴む。

３人だからこそできる音の動きを感じさせるア

ンサンブル、そして透明感がある。（作曲者によ

る紹介より）

ファンタジー（作曲：ドゥメルスマン）
華やかで力強いピアノの前奏が世界観を創る中

にサックスが太く魅力的な音色で豊かなメロディー

を響かせる。迫力のあるパートのあと、低音域の

ゆったりしたパートではどこか懐かしいような温

かみを感じさせ、一転非常にテクニカルで華やか

なパートを一気呵成に聴かせる。


